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令和２年度 佐賀中学校 バイキング給食 
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            宮地農園：黒潮町上灘山 
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            ～みかんを栽培するために必要な 

“温度”“水”“肥料”～ 

ポンカンに限らず農作物は日ごろの管理が必要です。種をま

いても木を植えてもお世話をしなければおいしく育ちません。 

ポンカンをおいしく育てるためには、草刈りや剪定、消毒など毎

日の木の管理がとても重要です。また、自然が相手なので天候

に左右されやすく、せっかくたわわに実っても収穫までに雪が降

りポンカンに積もってしまうようなことになればすべて台無しにな

ってしまうそうです。収穫時期も天候と相談しながら決めている

そうです。 

ク
ジ
ラ
の
は
ね
る
青

い
海
が
庭
の
よ
う
な
、 す

ば
ら
し
い
自
然
環
境

の
中
で 丹

精
込
め
て
つ
く

っ
て
い
る
。 海

か
ら
反
射
す
る
太
陽

の
光
が キ

ラ
キ
ラ
と
み
か
ん
に
あ
た
り
、 美

味
し
い
味
に
な
る
。 

機械の作業は、クッションを敷いて 

選別と荷造り作業 



64 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小谷果樹園さん：黒潮町佐賀橘川 
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花
が
咲

い
た
り
実
を

つ
け
る
た
び
に
喜
ん
で
、 生

き
が
い
の
よ
う
に
感
じ
な
が
ら
作

っ
て
い
ま
す
。
～木を植えて、１０年したら“安定”してきた～ 

 梨作りをはじめられて、最初のうちは手探り状態で、形がボコボコになったりし

たこともあったそうです。常に研究を重ねてきた努力により、今の味にたどりつい

たとのことです。梨作りで大変なことは、果実を袋で包むことと、木の選定だそう

で、１つの枝に２～３個の実が理想的で、枝を横にひっぱって伸ばすことが大事

なんだそうです。自然相手なので、動物に食べられたり、台風で実が落ちて、ト

ラック何台分も捨てに行ったこともあるそうです。それでも、果物の成長が楽しみ

で続けられると話されていました。 
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文旦農家の山本さん：黒潮町田野浦 
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見
た
目
よ
り
も
味
。
安

心
し
て
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
消
毒
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
。 見

た
目
が
少
し
悪
く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、

皮
も

マ
ー
マ
レ
ー
ド
な
ど
に
し
て
食
べ
る
こ
と
が

～おいしい文旦が収穫できるまで 

“最低１０年”～ 

 文旦の苗木がおおきくなるまでに５年、さら

に収穫できるように成長するにはまた５年く

らいかかるため、おいしい文旦ができるよう

になるまで、最低１０年は必要だそうです。 

 文旦のお世話で大変な事は草刈りで、収

穫するまでに５～６回は草を刈らなくてはい

けない、と話されていました。 

大きさを選別する機械 
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いちご農家の二宮さん：黒潮町蜷川 
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健
康
な
土
で
な
い
と
、 健

康
で
お
い
し
い い

ち
ご
は
育
た
な

い
。 

～健康でおいしいいちご作りに不可欠な“健康な土”～ 

 いちご作りで大変なことは、土づくりと話されていた二宮さん。二宮さん

の畑では、自家製の堆肥を使っていちごを育てられているそうです。また、

毎年土壌分析をしてもらったり、定期的に土に栄養をあげたりしていると

のことでした。 

 「食べる人に喜ばれるいちごを作りたいと思っています。」と、話されてい

ました。 

いちごの花とまだ未熟ないちごの実 
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いちご農家の落合さん：黒潮町荷稲 
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～大変な事は“苗を育てる”こと～ 

 落合さんは、苗づくりがあまり得意ではないと言われていまし

た。温暖化によって温度が高くなると、また温度管理も難しくなる

そうです。苗づくりに苦労された代わりに、全国のいちご農家さん

とつながりができ、農家友達がいっぱいできて、上手な人から苗

をもらえたりもするそうです。苗を育てることが、より豊かないちご

作りにつながっているのですね。 

 
い
ち
ご
を

つ
く
る
の
は
楽
し
い
。

実
も
か
わ
い
い
。 
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せとか生産者の下村さん：黒潮町浮鞭 
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一
生
懸
命
や
る
と
、
あ
と
か
ら
結
果
が
つ
い
て
く
る
。

も
の
づ
く
り
に
は
楽
し
さ
が
あ
る
。
成
果
が
あ
る
。 「お

い
し

い
」

の 一
言
が
あ
る
だ
け
で
、
頑
張
れ
る
。 

長くするどいトゲ ストッキングをかぶせる 

～“本当においしいせとかを食べてほしい”～ 

 本当においしいせとかを食べてもらいたいという願い

から、常に研究を重ね、出荷時には厳しい目で選果をさ

れています。10 年前に木を植え、3 年目から実をつけた

そうです。本当においしいせとかにするために、生えてく

る雑草は手作業ですべて取り除き、木に生えてくる長く

てするどいトゲも手作業ですべて剪定されるとのことでし

た。また、実がなって来ると、ひとつひとつ丁寧にストッ

キングをかぶせていきます。本当のおいしさは、一朝一

夕ではできあがらないのですね。 
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～外国産のものにはない“透明感”～

 外国産のレモンは多く流通しています

が、国産のレモンは少なく、とくに実が黄

色く色づく前のグリーンレモンは希少価

値が高いそうで、レモンも作られていま

す。外国産のレモンに比べ、酸味に透明

感があるそうですよ。 

うっすらと黄緑色をしているレモンの木 

レモンの花 

木になっているレモン 


